
園から小学校の移行期に
子どもがスムーズに「学び」に向かうために

※注 1：2012 年 1月時点で何歳何か月だったか
を割り出し、各月齢ごとに「とてもあてはまる」
と回答した割合。
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幼児期に育みたい
「学びに向かう力」

　今回の調査では、幼児期に大切な
こととして「生活習慣」「文字・数・
思考」に加え、「学びに向かう力」
の重要性が明らかになりました。「学
びに向かう力」とは、自分の気持ち
を言う、相手の意見を聞く、物事に
挑戦する、自分の気持ちを調整する
などの力で、生涯にわたる学びの基
盤になる力を指します。「生活習慣」

「文字・数・思考」「学びに向かう力」
の３つは相互に関わっていることも
わかりました。

　調査結果で気になったのが、「学
びに向かう力」のひとつである「人
に自分の気持ちを伝えたり、相手の
意見を聞いたりすることができる」
が、小学校入学を機に下がっている
ことです（図１）。これは、環境が大
きく変わって子どもがうまく対応で
きない場合があるからかもしれませ
ん。さらに「小学校に入ったら、こ
うあってほしい」という保護者の期
待が大きいため、子どもの能力を実
際より低く評価してしまうこともあ
るでしょう。
　そこで園では年長児の終盤で、子
どもの気持ちの安定と自信を育むサ

ポートをする必要があります。子ど
もは自分に自信をもてれば、環境が
変化する中でも自分を主張し、自分
をコントロールする余裕をもてるの
です。
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●今回ご紹介したのはこの調査の一部です。詳しい調査結果はベネッセ次世代育成研究所ホームページをご覧ください。（http://www.benesse.co.jp/jisedaiken/）

調査概要
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調査名称：幼児期から小学 1 年生の家庭教育調査
調査対象：年少児～小学１年生の子どもをもつ母親
有効回答数：5,016 名 
調査時期：2012 年 1 〜２月 

調査地域：全国
調査方法：郵送法（自記式アンケートを郵送により配布・回収） 
調査項目：子どもの生活時間／子どもの学習のレディネス／母親の
かかわり／母親の教育観／園・小学校の満足度など


